
認知症の介護者を支援する会 

おだわら・はこね家族会（箱根町出張版）のご案内 

認知症の方の家族が集まり、介護の悩みや困っていることを話しあえる場として、「お

だわら・はこね家族会」を毎月第３金曜日に生涯学習センターけやき（小田原市荻窪３００）

で開催しています。 

前回、好評だった出張版を今年も次のとおり箱根町内で開催します。ひとりで抱えてい

る悩みを、家族会で話してみませんか。 

 

  

 

【日  時】  １０月 20日(金) 10時から 12時まで 

【場  所】  湯本富士屋ホテル（湯本２５６-１） 

       ※ 箱根湯本駅から徒歩約５分です。 

駐車場の用意もあります。 

【定  員】  36 名（申込順。定員に達した場合はキャンセル待ちに

なります。） 

【対  象】  〇 認知症の家族を介護している方 

〇 家族の介護を経験したことがある方 

※ 認知症を抱えるご本人も一緒に参加できますので、申

込みの際にお知らせください。 

【参 加 費】  一人 １，380円（飲食代） 

【申込方法】  10月 2日(月)までに電話で申し込んでください。 

 
申込・照会先 箱根町福祉課 0460-８５-７７９０ 







 

 

 

 

 

 

 

ボランティアに興味があるけど何から始めればいいかわからない。 

何も知らないけどボランティアってできるかな？ 

福祉ボランティアに興味がある方に向けて、「いちから」学ぶ講座です。 

福祉ボランティアのきっかけとして、話を聞いてみませんか？ 

申し込みお待ちしております。 
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ＦＡＸ:０４６０－８５－６８８８ 

箱根町社会福祉協議会 行き 

ボランティアいちから講座 参加申込書 

●小田原駅から徒歩３分 

●おだわら市民センターＵＭＥＣＯの 

駐車場／駐輪場は、有料になります 

 ので、予めご了承ください。 

●

●











箱根幼稚園                              R５．９．１ 

 

 す    ま    い    る 

園小中 箱根教育合言葉 「箱根を愛し、かしこく、やさしく、たくましく」 

 ４２日間の夏休みが終わりました。今年は、各地域でお祭りが盛大に行われ、箱根の夏にも活気が戻っ

てきたように思います。夏休み中の３日間の登園日以外も預かり保育を実施し、毎日子ども達のいる生活が

あり、日に日に日焼けをし、たくましくなる子どもの様子を見ることが出来ました。 

地域の小学生が宿題を持ってきたり未就園児の親子が遊びにきたり、園児と一緒に過ごす時間も昨年度よ

り増えてきたように思います。箱根幼稚園が地域のコミュニティーとしての役割を果たせることを一つの目

標にしていますので、それは私達にとって嬉しい成果につながっていると感じます。朝の涼しいうちに小学

生は持ってきた宿題に取り掛かります。その横で園児は「私にも問題を作って。」と言って言葉や数字で遊

んだりします。プールやバドミントンで一緒に身体を動かしたり、折り紙を教えてもらったりもしました。

中学生も何日かボランティアに来てくれ、優しく関わってくれました。 

昭和時代は、外に出ると自然と地域の子ども達が集まる場所があり、色々な世代の子ども達が群れをつく

って遊んだものです。その中で、大きな子は小さな子を思いやり、小さな子は大きな子の言うことを守ろう

としながら社会の在り方を学んでいたようですが、現代ではなかなか難しくなっていると思います。「箱根

幼稚園に行けば友達がいる。」そんな安心できる場所を目指してこれからも地域との関わりを深めていきた

いです。 

今年の夏の高校野球は 107年ぶりに神奈川県の慶応義塾高等学校が優勝しました。そこで注目されたこと

は、慶応の教育についてでした。先生と呼ばれる人は、福沢諭吉のみで、教員も生徒も○○さん呼び。それ

は、生徒と教師の間に上下の関係ではなく、人としてお互いの人権を尊重する姿勢の表れかと思います。勝

利至上主義に疑問を感じスポーツマンシップの大事さを広めながら「エンジョイ ベースボール」で野球を

進めてきました。子どもが主体の「任せて 信じ 待ち 許す」教育方針。幼児教育と通じるところがある

と感じました。子ども一人一人にとって園は楽しい場所で、自分で考え、確かめ、友達と心を通い合わせ、

今の生活をより豊かなものになるよう 2学期の保育を考えていきたいです。夏季の間、職員は色々な研修に

も参加しました。研修で得たものを実際の保育に活かし、子ども達を支えていきたいと思います。9月から

は、地域の児童を対象に(仮称)「箱根放課後子どもチャレンジ塾」が始まります。園児も一緒に楽しめる機

会にしていきたいと思います。 

    

【楽しかった8月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８/１箱根延年の舞 

８/３ 地域のおみこし 

箱根神社で行われた箱根延年の舞。地域の園児も衣装に

身を包み、村人になって参加し、歴史や地域に触れる貴重

な体験になりました。 

 境内にはたくさんのお客様もいらして、ちょっぴり緊張

したようです。 

地域のおみこしを見に行く予定でし

たが、実際に担がせても頂きました。

コロナ禍、ここ数年、おみこしを見る

ことも担ぐこともなかった子ども達に

とっては、体で重さを実感しました。 



 
８/２４幼稚園であそぼう 

この日は小学生や未就園児の方も集

まり、森のふれあい館の学芸員の小

野さんからたたき染めを教えていた

だきました。葛やアケビの葉を選び、

ハンカチやＴシャツの上に並べてひ

たすらハンマーでたたきます。葉に

よって形や色が違い、とても可愛い

作品が出来上がりました。 

たたき染めの後は、お楽しみのス

イカ割とソーメン流し。心も体も

幸せでいっぱいになりました。 

ソーメン流しの竹は、興禅院さん

から頂きました。いつもありがと

うございます。 
８/２５ボート体験 

芦ノ湖漁業組合の方にご協力いた

だき、今年もボート体験をしまし

た。この日はとても天気が良く、

湖の風をたくさん受けてとても気

持ちが良かったです。湖の香りや

波柱の美しさに気付く子どももい

ました。 

８/２９白土さんと自然観察 

箱根幼稚園の恒例になっています夏の終わりの自然観察会。蝶

の博士の白土さんと一緒に箱根の森でたくさんの自然に触れ遊

んできました。イトトンボや姫アカネを上手に捕まえ、タケニ

グサの実は振ってみるとカラカラといい音がしました。蝶とト

ンボの持ち方の違いも知ることができました。会の最後には、1

番のお目当てだった「あさぎまだら」が現れ、みんな大興奮。「ハ

コネ 8/29 ヨウチ」と蝶の羽にマジックで書き、飛ばしまし

た。南の島からお返事があることを期待して待ちます。 








